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現代的な就労問題に対応するキャリア教育のカリキュラム開発 

―就職活動、仕事と子育ての問題を題材として― 

城	
 亜美	
  
千葉大学大学院教育学研究科修士課程  

 
	
 本研究は、現代的な就労問題を題材としたキャリア教育のカリキュラムを開発し、実践した授業に対する考察を基

に、それらの成果と課題を明らかにしたものである1。カリキュラムの開発にあたり、現代的な就労問題としてどのような

内容を扱うことが適当であるか検討し、就職活動と仕事と子育ての両立の問題について扱うこととした。実際にこれらの

内容をどのような教材で扱うことが効果的か検討した上でカリキュラムを開発し、中学 3年生を対象に授業を行
った。それらから、現代的な就労問題について、提示の方法や内容を工夫することによって生徒が前向きな解決策を考え

られることが分かった。しかし、生徒が就労問題について前向きになれるといったことにとどまらず、具体的な解決策に

ついてもっと踏み込んだものを考えられるよう、自助、共助、公助といった解決の観点をどのように生徒に認識させるの

か教材の工夫が必要になってくることが明らかになった。 
	
 キーワード：就労問題、授業開発、カリキュラム開発、キャリア教育、就職活動、仕事と子育ての問題 
 

 
1. 研究の目的と背景	
 

 
	
 学校教育では、児童生徒一人一人の社会的自立、その

中でも特に働くことに関する支援については、キャリア

教育がその役割を担っている。キャリア教育という言葉

は、1999 年 12 月に中央教育審議会が出した答申「初等

中等教育と高等教育との接続の改善について2」におい

て初めて取り上げられ、そこに記述されたキャリア教育

の定義は「望ましい職業観•勤労観及び職業に関する知

識や技能を身に付けさせるとともに、自己の個性を理解

し、主体的に進路を選択する能力•態度を育てる教育」

である。キャリア教育の実践例として小学校では、発達

段階に応じて子どもたちがそれぞれの達成すべき諸能

力を得られるよう、各学年•各教科で様々な授業実践が

展開されている。また、中学校では職場体験、高校では

インターンシップ活動が行われるなど、キャリア教育を

学校現場で実践していくことが定着しつつある。その一

方で、就労に関する問題は多岐に渡り且つ変化が激しい。

それらの変化に応じたキャリア教育の実践が学校現場

には求められるが、学校教育でのキャリア教育は、果た

してそれらの多岐に渡り変化が激しい就労に関する問

題に対応できているのか。また、子どもたちが社会に出

た際に通用する力を育めるものになっているのだろう

か。学校現場で取り組まれているキャリア教育を検討し

てみたところ、現代的な問題とされている具体的な就労

問題を直接扱っている実践は見当たらない3。そこで、

本研究では現代的な就労問題を題材としたキャリア教

育のカリキュラムを開発し、実践した授業に対する考察

を基に、それらの成果と課題を明らかにしていくことと

した。	
 

 
2.	
 現代的な就労に関する問題の検討 

	
 

	
 カリキュラムの開発にあたり、現代的な就労問題とし

てどのような内容を扱うことが適当であるか検討する。

そこで本節では、現代的な就労に関する問題として、就

職活動の現状、非正規または正規雇用社員における就労

問題、ブラック企業における就労問題について概観して

いく。	
 

	
 

2.1.	
 就職活動の現状	
 

	
 本稿においては、就職活動の現状の中でも、中卒就職

者、高卒就職者、大卒就職者の 3 者の立場について、
それぞれの概要についてのみ記述する。 
	
 中卒就職者の割合は少数である4。中卒就職者の就職

状況については、大変厳しい5上に、中卒就職者の中で

3 年以内に離職してしまう人の割合は高等学校や大学
等を経て就職し、離職した割合と比べるとだいぶ高い6。

中卒就職者の離職理由がその他の学校を卒業した就職

者とどのような違いがあるのかについて検討したとこ

ろ7、中卒就職者の厳しい就労状況が離職理由に関係し

ていることがうかがえた。 
	
 次に高卒就職者の立場を挙げる。高卒就職者の割合は

減少傾向にあり少数になっている8。高卒就職者の就職

を取り巻く環境は、経済•産業の構造的な転換や就業構
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造の変化などから、様々な影響を受けているとの報告が

されており9、高校生の就職をめぐる環境の変化として、

求人数の減少に加えて求人職種について変化が見られ

ること、求人企業規模が中小企業化していることが指摘

されている10。これらのことから、高卒就職者の就職先

を選ぶ選択肢が狭まってきていることが分かる。このよ

うな状況下では、生徒が適職を選べる可能性は低くなる

であろう。また、学校と企業間での就職慣行では、生徒

は原則として一度に一社しか応募できない仕組みとな

っているため、希望者が求人数を上回った場合は、校内

選考で生徒の応募先が決められることが多い。報告書11

では、これらの校内選考の在り方について「生徒の希望

や適性にあった職業・就職先、あるいは生徒自身が納得

した職業・就職先を選定する視点が軽視され、生徒の成

績や出欠状況のみを重視した選考になっていないか」と

いうことや、こうした状況下の生徒について「生徒も企

業を十分に研究せずによく知らないまま応募をしてし

まっているとの指摘もある」と報告している。求人の職

種が限られていく上に、生徒自身も企業研究を十分せず

に就職先が決まって行く状況では、高卒就職者が学校教

育から労働市場へ円滑に移行しているとは言いがたい。	
  
	
 最後に大卒就職者の立場を挙げる。大卒就職者の割合

は、平成 12年〜17年にかけては 50％台であったが12、

平成 18 年〜26 年にかけては 60％台の割合に回復して
いる13。また、大卒就職者の就職内定率については、平

成 9年〜平成 25年度にかけてそれぞれの 4月の時点で
は 90％台を維持しており、この数字だけを見ると大卒
就職についてあまり厳しい状況は感じられない。しかし、

児美川(2012)は、大学生の就職活動の問題について以下
の 6点「空前の就職難」、「就職活動の「早期化」と「長
期化」」、「学生たちが疲弊し、精神的にも追い詰められ

ている」、「経済的な意味でも、(一部略)多大な負担がか
かる」、「企業側の「採用規準」が不透明である」、「採用

における「新卒主義」の根強さ」を挙げている14。児美

川が挙げたものに対するそれぞれの検証についての記

述は本稿では省略する。 
	
 児美川が挙げたような厳しい状況下でも複数の内定

をもらえる学生はいるかもしれない。しかしその一方で、

自分にとっての適職を考える余裕もなく、ただただ就活

に振り回される学生もいるであろう。 
	
 本節では、就職難の状況に置かれる若者として、中卒

就職者、高卒就職者、大卒就職者について見て来た。高

学歴化が進む中、中卒就職者や高卒就職者は少数になっ

ている。しかし、その分大学等への進学者や大卒就職者

等が増加し、大卒の時点で就職困難な状況になる可能性

が十分にあるだろう。 
 
2.2.	
 非正規または正規雇用社員における就労問題	
 

	
 本節では、就職してからの就労問題について、特に非

正規または正規といった雇用形態別に概要を見て行く。

非正規雇用や正規雇用とは、どのような雇用形態を指す

のか。厚生労働省(2012)は、望ましい働き方ビジョン15の

中で、労働契約の期間の定めはない、所定労働時間がフ

ルタイムである、直接雇用である(労働者派遣のような契
約上の使用者ではない者の指揮命令に服して就労する雇

用関係(間接雇用)ではない)の以上3点を満たすものを原
則として正規雇用16、すべてを満たす者以外の様々な雇用

形態を非正規雇用17としている。 
	
 非正規雇用をめぐる課題としては、「雇用が不安定」「賃

金が低い」「能力開発の機会が乏しい」「セーフティネッ

トが不十分」といったことが挙げられており18、自立して

生活することに困難を抱えていることが分かる。次に正

規雇用の実態について見てみる。昨今では正規雇用の在

り方も多様化しており、正規雇用の中でも、先ほど挙げ

た3点に加え以下の2つ(「勤続年数に応じた処遇、雇用管
理の体系(勤続年数に応じた賃金体系、昇進•昇格、配置、
能力開発等)となっている。」、「勤務地や業務内容の限定
がなく、時間外労働がある。」)の要素も満たすイメージ
で論じられることが多いようだ19。以上5点を含む正規雇
用の労働者は、非正規雇用の労働者に比べて制度が整っ

ていることや、教育機会があるなどの待遇がある一方、

自己の裁量で勤務地や業務内容を決定できなかったり、

時間外での労働があったりと、柔軟な働き方ができない

という問題点がある。特に近年では、拘束は正社員並み

にも関わらず待遇は非正社員以下である名ばかり正社員

といったような存在がいることについて問題視されてい

る。正社員だからといって労働者にとってより良い働き

方を実現できるとは限らないようだ。 
	
 また、近年では正社員の柔軟に働けない問題を解消す

るために、新たな正社員の制度を整える動きがある。勤

務地や仕事内容、労働時間などが限定された形で働く限

定正社員というものだ。限定正社員については、従来の

正社員ほど拘束はされず非正規雇用より安定した雇用で

あるなどの利点がある一方で、解雇されやすいデメリッ

トがあるという議論もある。一概に限定正社員が良いと

も言えないようだ。しかし、給料低い分、解雇されない

といったケースのものもあり、労働者がニーズに合った

ものを選ぶことが重要であろう。 
	
 正社員にも様々な問題があり、多様な働き方が生まれ

つつある。また近年では、仕事と生活の調和を目指すワ

ーク•ライフ•バランス(以下、WLBとする。)を実現する必

要性が話題になっている。東京大学社会科学研究所のワ

ーク・ライフ・バランス推進・研究プロジェクト20は、

WLBとは「社員が仕事上の責任を果たそうとすると、仕
事以外の生活で取り組みたいこと、取り組む必要がある

ことに取り組めなくなる（ワーク・ライフ・コンフリク
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ト）のではなく、両者が実現できる状態にあること21」と

定義している。仕事と仕事以外の生活で心地よいと感じ

る調和具合は、人それぞれ異なるであろう。またそれを

実現するためには、個人の意思や都合だけでは成り立た

ず、会社員であればその会社の都合や自身の雇用形態な

ど、様々な要因が影響を与えるであろう。 
	
 以上、雇用形態のみに関わらず多様な働き方が生まれ

つつある背景を見て来た。 
 
1.4.	
 ブラック企業における就労問題	
 

	
 では、就労に関する問題は雇用形態の他にどのような

ものがあるのだろうか。近年、労働者を酷使するブラッ

ク企業と呼ばれるような会社が話題になっている。ブラ

ック企業とは、NPO法人POSSE代表の今野晴貴によると、

選別型、使い捨て型、無秩序型の 3 つのパターンに分
けられるようだ22。1 つ目の選別型のブラック企業は、
大量採用して半分以上を辞めさせることを労務管理の

基本的な目的にしているのが特徴で、企業にとって使え

る人、従順な人だけを残してそれ以外は意図的に辞めさ

せることを最初から織り込み済みであるというものだ。

2つ目の使い捨て型のブラック企業は、労務管理として
積極的に辞めさせるわけではなく、過酷な労働実態があ

るために、将来を見据えて長時間働き続けることができ

ない点に特徴があるようだ。特にこの使い捨て型のブラ

ック企業は、小売りや外食産業に多くなっていると指摘

している。3 つ目の無秩序型のブラック企業は、「辞め
てもいくらでも代わりはいる」という労働市場を背景に

して企業自体がパワハラやセクハラを放置している企

業のようだ。ではこれらの問題に対して、ブラック企業

を見分ける術を学ぶことができれば対応できるのであ

ろうか。前出の今野は、座談会でこのようなブラック企

業が、新興産業を中心に新卒の間で広がっているという

特徴とともに、これまでまともだった企業がブラック企

業化するという危険もあると発言している23。また、ブ

ラック企業とまで呼ばれないまでも、サービス残業とい

った問題や過労死を生み出すような労働は様々な企業

で横行している。よって、雇用形態や労働が過酷な企業

を見分けることには限界があり、またたとえ見分けられ

たとしても、そのような雇用形態や企業にしか内定をも

らえなければ、それまでである。また、よかれと見分け

た場でも働き続ける中で、働く環境や自らの事情が変わ

って行くことも考えられる。そのような場合、そこで働

き続けることか辞めるかといった選択肢以外にも、そこ

での働き方を変えるよう働きかけるという術もあるは

ずである。今野(2013)は働き方という表現ではないが、

「「労働」の在り方は、変えることができる」と主張し

ている24。	
 以上、就職活動の様子や、雇用形態別の就

業環境、またブラック企業といった就業環境について見

て来た。これらの問題をどのような観点で授業内容とし

て整理していけばよいのか。それについては、3.カリキ

ュラムの開発において述べて行く。	
 

	
 

3.	
 カリキュラムの開発	
 

	
 

3.1.	
 先行実践の検討	
 

	
 本節では、カリキュラムを開発するにあたり 2.で見

て来た問題をどのような観点で授業内容として整理し

ていけばよいのか、先行実践を参考に検討していく。	
 

	
 

3.1.1.	
 「働くルール」の学習	
 

	
 本節では、2002 年 1 月から 2 月にかけて、大阪府泉

南市立一丘中学校の 2年生において実践された『働くル

ール』の学習25について参考にする。本実践における授

業者がこの実践に至る動機としては、働くものの人権が

簡単に踏みにじられている今日、教育の果たす可能性を

探ってみたいということと、職場体験について「“無償”

で“従順”に働かせていただく」体験をすることで未来

の労働者の人権感覚を麻痺させる危うさを内包してい

ると指摘し、職場体験が終わった後に可能な限りこの負

の側面を補う学習が必要ではないかと考えたことの 2

点が挙げられている26。この実践は、本稿の 2.で挙げた

ような就職活動の問題や雇用形態による就業問題につ

いて直接扱ったものではない。よって、本実践で取り上

げている問題は本研究で指す現代的な問題に全てが当

てはまるわけではない。また、本実践はキャリア教育の

実践として行われたものでもない。しかし、労働者の就

業に関する問題を具体的に扱っていることや、キャリア

教育の実践に相当する職場体験学習の補完学習として

この学習が位置づけられていることから、本実践を参考

にしたい。	
 

	
 本実践や教材を検討したところ、就労問題に対して授

業者が生徒に解決策を提示する方法について改善の余

地が見られた。本実践では毎回の授業で扱うそれぞれの

教材について、実例をもとに解決策について提示し、生

徒とともに確認していく授業の流れがとられていた。生

徒の感想からは、授業で習ったことを将来に生かしたい

といった前向きな感想が多く見られた一方で、将来その

解決策を実行できるか不安という感想もあった。授業で

具体的な問題を扱い、解決策まで提示したとしても、生

徒の不安を膨らませてしまうことにとどまってしまう

ことは避けたい。解決について積極的な心持ちになれる

ような授業展開を考案する必要があるだろう。また、解

決策については、生徒がどのような観点で考えることが

できれば、実際に就労問題に出くわした際に十分に対応

出来るのか、検討する必要がある。	
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3.1.2.	
 安心して生きる・働く・学ぶ	
 —高校家庭科から

の発信—	
 

	
 3.1.1.において、就労問題において生徒達に解決策を

考えさせる観点について検討する必要性を指摘した。本

節では、「安心して生きる・働く・学ぶ	
 —高校家庭科か

らの発信—」27の中で紹介されている教材の1つである、

教材⑨ホームレスからの脱出法28を参考に、それらの観

点について検討していく。この教材は、『ホームレス中

学生29』を題材に、その内容を読み解きながら、社会の

なかで主体的に生活できる力、社会を変革できる力を育

てることを意図している。この実践についてもキャリア

教育として扱われたものではないが、働くことを視野に

入れた実践であることから本実践を参考にしたい。『ホ

ームレス中学生』を教材化した意図として、以下のこと

が述べられている30。	
 

	
 

誰にも依存せず自分の力で生活すること(自助)が

できればよいが、自分ではどうにもならないとき、

家族や地域の人など身近なネットワークを利用し

て、その力を借りたり、アドバイスをもらったり(共

助)することの大切さや、万一健康で文化的な最低

限度の生活が営めないような状況に陥ってしまっ

たときに、年金・医療・社会福祉サービスなど(公

助)の活用方法を知っていることは、極めて重要で

ある。『ホームレス中学生』では、これらもわかり

やすく学ぶことができるという特長に注目し、教材

として取り上げることにした。	
 

	
 

	
 本教材においては、「社会のなかで主体的に生活でき

る力、社会を変革できる力」を育てることを意図して、

自助、共助、公助といった視野を持って解決していく術

を提案している。自助、共助、公助の分類の基準につい

ては、中山ら(2013)31が、「現代社会における貧困問題

に焦点化した高等学校家庭科実践の意義—格差社会にお

ける労働と福祉を中心として—」における研究の記述デ

ータの分類として扱っていたものを参考にする。これら

は、高等学校家庭科教科書における自助、共助、公助の

定義を軸としている。「公助」の記述については、公的

機関や社会保障制度などといったように定義が一致し

ているが「自助」と「共助」については、必ずしも統一

の定義がされていないことから、「家族や制度化されて

いない助け合い」(堀越 2007,24232)やネットワークや関

係性についての記述を「共助」の分類項目、我慢や節約、

自身が持っている生活資源などについての記述を「自

助」の分類項目として扱っている。	
 

	
 これらの自助、共助、公助の視野を持って解決する術

について考えることは、現代の就労問題に対応する力と

しても有効になり得るのではないか。よって、現代的な

就労問題として取り上げる内容を選ぶ上で、これら 3

つの視点を持てることに考慮することとする。	
 

	
 

3.2.	
 現代的な就労問題として取り上げる内容	
 

	
 3.1.において先行実践の検討を行った結果、生徒が現

代的な就業問題に対する解決について積極的な心持ち

になれるような授業展開を考案する必要があることと、

自助、共助、公助といった視野を持って解決していく術

を考えられるようにするといった以上 2 点を組み入れ

られるようなカリキュラムを開発していく必要性が示

唆された。生徒が積極的になれるような授業展開の工夫

については、3.3.	
 や、3.4.にて述べることとし、本節

では、現代的な就労問題について自助、共助、公助の視

野を持って解決する術について考えられるような内容

を検討していく。	
 

	
 そもそも、中学生にとって労働者として働くこと自体

が身近なことではなく、想像しにくいということが考え

られる。より生徒から共感を得られるようにするために

は、授業で扱う内容について、授業内で扱った事例にと

どめず、自分が実際にそのような状況になった時に自分

ならどのように対応するかといった考え方をできるよ

うに当事者意識を持てるようにする必要がある。そこで、

あらゆる問題を1つ1つ事例として紹介するのではなく、

就労問題について時系列で扱って行くことが妥当であ

ると考える。	
 

	
 時系列で扱うとするならば、労働者として働くことの

入り口としては求職をすることを扱うことが妥当であ

ると考えられる。求職の方法は、人それぞれであるが、

我が国では新規学卒一括採用が雇用慣習として一般的

であることから、エントリーシート等を提出し、幾度の

面接を通して採用が決まる就職活動について取り上げ

ることとする。正社員や非正社員、ブラック企業の問題

についても、就職活動の様子を描く中でどのような会社

を選択するかといった場面などの中からも描くことが

できるといった可能性があることからも、この内容が妥

当であるのではないか。しかし、就職活動における解決

については自助の要素が強く、共助や公助といったもの

はなかなか考えにくい。よって就職活動だけを内容とし

て取り扱うことは、就労問題に対する解決法を自己責任

のみといったような結論につなぎかねない危険性があ

る。よって、共助、公助といった解決の視点も盛り込め

るような内容も同時に扱うことが妥当であると考えら

れる。	
 

	
 共助、公助といった解決の視点も盛り込めるような内

容としては、仕事と子育てを両立する働き方について扱

うことが妥当であるのではないか。近年、雇用形態に関

わらず多様な働き方が生まれつつある中で、労働者自身

が就労に関する問題をきちんと知りつつ、自分はどのよ
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うな働き方を実現したいのかをよく考え、実行していく

必要性がある。仕事と子育てを両立する働き方は多様な

働き方の 1つと言えるだろう。昨今の共働き世帯数が増

加しつつある背景から、生徒達本人が、仕事と子育てを

両立する働き方を行う可能性もある。また本人が仕事と

子育てを両立する働き方を将来行わなくとも、多様な働

き方を理解することは重要である。多様な働き方につい

ては、フリーター33といった働き方についても当てはま

るが、このような働き方に比べて、仕事と子育てを両立

する働き方の方が、本人の努力だけでは解決することが

難しい事情等が見えやすく、共助や公助といった視点の

解決策について考えやすいことからも、この内容が妥当

であると考える。他にも内容として妥当なものがある可

能性もあるが、今回の実践においては、就職活動と仕事

と子育ての両立について扱うこととする。	
 

	
 

3.3.	
 単元の目的、構成	
 

	
 3.2.において、就職活動と仕事と子育ての両立の 2

点についてカリキュラムで扱うということを検討した。

本節では、それぞれの内容をどのように扱って行くのか、

単元の構成について検討する。	
 

	
 本単元の目的は、生徒が授業を通して現代の就労問題

を知り、具体的な解決方法を考える活動を通して、現代

的な就労問題へ当事者意識を持つことである。その目的

を達成するため、本単元を以下のように構成していく。	
 

	
 はじめに、解決策を考えなければならない課題を授業

者が生徒に与えることにより生徒は課題を意識する。次

に授業者が解決策となる方法を生徒に提示することに

より生徒は課題の中から何が問題か考え、それらの問題

を整理し、課題に対応した解決策を考える。よって、生

徒による単元構成の視点は「課題を意識する」「課題の

中から何が問題か考える」「問題を整理する」「課題に対

応する解決策を考える」といった 4段階で行われるよう

にしたい。解決策を考える視点については、表 1に示す
34。	
 

	
 

3.4.	
 教材	
 

	
 3.3.において、単元の目的、構成について述べて来た。

本節では、3.2において本カリキュラムで扱うと検討した

内容をそれぞれどのような教材を使っていくのかについ

て、3.3.で検討した単元の構成に沿って検討する。	
 

	
 はじめに、就職活動において生徒が「課題を意識する」

ために行う教材•手立てについて述べる。授業者の提示す

る問題について生徒がしっかりと課題を意識できるよう、

授業者の協力者に就活劇を行ってもらう。就活の問題に

ついて生徒が始めから当事者意識を持って授業に臨むこ

とは難しいと考えた。よって、就職活動における困難に

ぶつかり、悩んでいる主人公の様子を就活劇で描くこと

により、生徒から主人公への共感が生まれ、就職活動に

対して何が問題か考えやすくなるのではないかと想定し

た。就活劇の内容においては、2.において検討してきた

ことを踏まえ、以下の7点(「エントリーシートの煩雑さ」、

「企業選びの難しさや重要性」、「就活による学業の阻害」、

「一生懸命頑張るが就活が上手くいかない主人公の様

子」、「判断基準が分かりにくい面接の様子」、「切り替え

が上手くできる就活生となかなかできない主人公の対

比」、「企業から合否の連絡が来ず落ち込む主人公の様

子」)を扱うことにする。「課題の中から何が問題か考え

る」については、就活劇を見て気付いた問題をポストイ

ットに書き出す場面を設定する。「問題を整理する」につ

いては、生徒それぞれがポストイットに書き出した問題

をグループに持ち寄り分類する場を設定する。「課題に対

応する解決策を考える」については、生徒が分類したも

のに対して生徒の自主性に任せて解決策を考える場を設

定し、その活動の後に就活劇の登場人物から手紙が届き、

生徒が考えた解決策で不十分な点等に気付かせる教材を

作成する。また、それらの活動のまとめとして、未来の

就活をしようとしている自分にアドバイスの手紙を書く

活動を設定する。	
 

	
 次に、仕事と子育ての両立編について、生徒が「課題

を意識する」ために行う教材•手立てについて述べる。生

徒が仕事と子育ての両立について問題意識を持てるよう

就活劇で登場した人物から手紙が届くという場面をつく

る。手紙の内容は、就活劇後の登場人物の生活について

であり、最近結婚し子どもも生まれたが、妻が元気のな

い様子で困っている、何が原因でどうしたらいいか教え

てほしいという悩みについてだ。これは、生徒が授業で

提示された課題に問題意識を持つ手立てとして考えた。

生徒にとって、就活劇に登場した人物が、その後どのよ

うな生活を送っているのか気になるであろうということ

を想定した。そこで就活劇の登場人物と授業がつながり

を持ったまま進行することによって、授業で問題として

取り上げるものが、生徒にとって受け入れやすくなるの

ではないかと考えた。「課題の中から何が問題か考える」

については、様々な社会的なデータやインタビュー記録

を参考にした問題の解決策のヒントになる資料を生徒に

提示する。何が問題として考えられるかを、様々な原因

が考えられる資料を提示することにより、生徒達なりに

問題を把握することができるのではないかと想定した。

ここで取り上げた資料については、以下の5点(「父親が

家事をせず、母親が不満に思う様子」、「父親が子育てを

希望しているにも関わらずなかなか子育てをすることが

できない現実」、「様々な要因における母親の子育てに対

するモチベーション」、「母親の子育てに対する希望や条

件について」「母親の子育てにおけるサービスの期待」)

を扱うことにする。「問題を整理する」については、生徒
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が様々な社会的なデータやインタビュー記録についてメ

モできるワークシートを作成する。「課題に対応する解決

策を考える」ために行う教材•手立てについては、授業の

中で提示される様々な問題や課題に対して、当事者を意

識した解決策のアドバイスとなる手紙を書く活動を行う。

それに対して、就活劇に登場した人物から、仕事と子育

ての両立に関する手紙が届く場面をつくり、生徒が考え

た解決策では出なかった解決策の視点を盛り込む。また、

それらの活動を通して、未来の仕事と子育てをしようと

している自分(もしくは同僚)にアドバイスの手紙を書く

活動を設定する。	
 

	
 

3.5.	
 単元の指導計画	
 

	
 3.1.〜3.4 で検討したことを踏まえ、単元の指導計画

を表 235に示す。	
 

	
 

4.	
 授業の実際と考察	
 

 
4.1.	
 授業実践の概要	
 

	
 本カリキュラムを、千葉大学教育学部附属中学校の３

年生選択教科社会の時間にて、5名を対象に授業を行っ
た。1コマ 45分であり、日時は、１時間目を平成 26
年 7月 9日 (水)13：00〜13：45、２時間目を平成 26
年 7月 16日(水)10：35〜11：20、３時間目を平成 26
年 9月 3日 (水)13：00〜13：45、４時間目を平成 26
年 9月 17日(水)13：00〜13：45、５時間目を平成 26
年 10月 1日(水)13：00〜13：45 にて行った。	
 
	
 

4.2.	
 授業の実際と考察	
 

4.2.1.	
 授業の実際の様子	
 

	
 5時間を通した授業の様子の概要を記述していく。 
	
 はじめに、第一次の授業にあたる 1 時間目と 2 時間
目の授業を振り返る。第一次の学習目標は、「就活劇を

見て気がついた就職活動の問題を整理し、それらの問題

の解決策を考える。」である。1 時間目の授業では、授

業時間が押したため予定していた活動を全て行うこと

ができなかった。就活劇を見て気付いた問題を生徒それ

ぞれが挙げる活動までを行い、それ以降の活動は 2時間

目に行うことにした。就活劇を見て生徒が挙げた問題に

ついては、4.2.2.にて挙げる。2時間目の授業では、生

徒が挙げた問題をグループごとに分け、解決策を考える

活動を行った。生徒が挙げた問題には、就活生自身の問

題や就活生が置かれる状況についてなど様々な面から

問題を指摘するものがあった。しかし、解決策について

は自助努力で解決できる方法は多く上がったものの、共

助や公助によって解決できる方法については出なかっ

た。授業の計画では、ここで就活劇の登場人物から手紙

が届き、生徒が考えた解決策で不十分な点等に気付かせ、

生徒により良い就労環境の社会を実現するためにはど

うしたらよいかという疑問を持たせる予定であった。こ

の疑問を持たせて、次の時間に具体的な内容として共助

や公助の解決策について考えることにつなげようとし

ていた。しかし実際の授業では、生徒にそのような疑問

を持たせることができなかった。原因について、授業の

手立てとして行ったものごとに考察したものを 3 点挙

げる。1点目は、生徒が「課題を意識する」ために行っ

た就活劇の内容が、主人公の自助努力が明らかに足りな

いという印象を生徒に与えてしまったことだ。2点目は、

「課題の中から何が問題か考える」際に、偏った印象を

与えてしまった就活劇に対する補足資料や補足説明等

がなく、授業の中で考えて欲しい解決策について生徒に

視野を意識させることができなかったことだ。3点目は、

2点目と同様に「問題を整理する」際に授業の中で考え

て欲しい解決策について生徒に視野を意識させること

ができなかったことだ。これら 3 点により、「課題に対

応する解決策を考える」際に、授業者が意図するような

共助や公助の解決策を生徒が考えることができなかっ

たと考えられる。	
 

	
 次に第二次の授業にあたる 3 時間目と 4 時間目の授
業を振り返る。第二次の学習目標は、「提示された資料

から気がついた仕事と子育ての問題を整理し、それらの

問題の解決策を考える。」である。3時間目の授業では、

2時間目の授業に行うべきであった学習内容と、第二次

の学習の導入を行うのみで授業時間が終わってしまっ

た。4時間目の授業では、就活劇に登場した人物に仕事

と子育ての両立に関するアドバイスの手紙を書く活動

を行った。個人差もあるが、仕事と子育ての両立につい

て自助努力だけではなく、共助や公助の解決策について

触れる生徒も見られ、第一次よりは第二次の学習の方が

共助や公助の解決策についても考えられるようになっ

たようだ。原因について、授業の手立てとして行ったも

のごとに考察する。生徒に「課題を意識する」ために行

った就活劇に登場した人物からの手紙は、生徒の学習に

対する意欲を高められたようだ。「課題の中から何が問

題か考える」際に扱った様々な社会的なデータやインタ

ビュー記録には、授業の中で考えて欲しい解決策につな

がるものが載っており、且つ授業者がそれらの資料を丁

寧に説明した。生徒にひとつ一つのデータを読み取らせ

るのではなく、授業者が丁寧に説明してからデータを読

み取らせるという段階を踏んだため、共助や公助の解決

策についても考えられたと考えられるが、授業者が一方

的に説明せずにそれらの解決策について考えられるよ

うな工夫を施す術を検討する必要があろう。また、この

ような段階を踏んだものの、共助や公助における解決策

について考えられなかった生徒もいた。	
 

	
 最後に第三次の授業にあたる 5 時間目の授業を振り
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返る。第三次の学習目標は、「これから就職活動をしよ

うとしている自分と、仕事と子育ての両立をしようとし

ている自分に、今までの学習を生かした具体的なアドバ

イスの手紙を書く。」である。5 時間目の授業では、本

来であれば 4 時間目までに行うべきであった活動を行

ったため、自分宛に書く手紙は 1種類を書く時間しか確

保することができなかった。授業では、身近な人(他者)

の力を借りる(共助)ことや、公的な補助を受ける(公助)

こと、それらが不十分である現状から、自ら公的なサー

ビスに働きかける必要性を学習したにも関わらず、生徒

が書いた手紙には身近な人(他者)の力を借りる(共助)

の視点もあるが、ほとんど自分の力で解決する視点しか

出てこなかった。原因について、授業の手立てとして行

った「課題に対応する解決策を考える」から考察してみ

る。生徒が書いた手紙には自分の力で解決する視点しか

出てこなかったが、授業後の感想からは、サービスが整

っていない場合は自らが働きかければ良いといった考

えを記述している生徒もいた。よって、未来の自分に書

く手紙において、様々な解決の視点がなければ書けない

ような条件を組み込むなどの工夫が必要であったこと

が考えられる。	
 

	
 

4.2.2.	
 生徒が作成したものの	
 

	
 生徒が授業の中で作成したものについて一部参照し

ていく。 
(1) 1〜2時間目の活動で生徒が作成した就職活動の問

題やそれに対する解決策 

	
 

図 1	
 生徒が作成した模造紙	
 

	
 	
 

	
 生徒が個人で挙げた問題点については黄緑色の付箋

(計 59 枚)に書かれている。これらがグループに分けら

れ、そのグループの名前は水色の付箋(計 5 枚)書かれて

いる。生徒は大きい 5つのグループとそれに属さない
問題点を 4つに分けた。これらに対する解決策は、四
角や丸で囲まれた中に黒文字で書かれている。以下に各

グループの内容のうち、2つを載せる。グループ名がつ

けられたものはグループ名を◯、生徒が個人で挙げた問

題点を•、解決策を→を使って表す。 
 
◯精神的な不安 

•面接終了時に一人呼び出されていたが、あの結果がわからない

と、第三者はかえって不安になる 
•会社の都合もあるが、出来るだけ早く合否を発表し、受ける側

の精神状態を安定させる 
•面接が１：３だと、上の人は３人それぞれを見ないといけない

から少ない時間でどれだけ 

•自分を伝えることが鍵 
•連絡がこないのが精神的にきつい 

•全然内定がとれなければ、精神的に追いこまれてしまう 

•三人で面接するのでプレッシャーがある 
•１対１じゃないのでプレッシャーがある 

•一つの会社を落ちると精神にダメージがある 
•最後の一つの会社だとプレッシャーが大きい 

•一人だけ残っていたのは不安だ 

•エントリーシートを書くときに、自分の長所を探すのが大変 
→自分に自信をもつ 
 
◯(グループ名がない) 
•少しは耐える、乗り越えることに苦痛を感じないように 

•面接多すぎ受ける側も少しは考えてもらいたい。企業も入って

もらいたいはず 
→少しは耐える•乗り越えることに苦痛を感じないように 
	
 以上、生徒が解決策をまとめた模造紙の特徴を見て来

た。自助努力で解決できる方法は生徒から多く上がって

いる。しかし、就活生の状況について目を向けられたも

のはあるものの、共助や公助によって解決できる方法に

ついては出ていない。 
 
(2)	
 4 時間目の活動で生徒が仕事と子育ての両立に関
して書いた手紙 
【生徒Aの手紙】 

金丸さんへ 
こんにちは。お手紙読みましたよ〜。ABCチョコレートへの入

社、そして結婚、おめでとうございます。 

	
 手紙を読んで私が感じたことは、2人とも、子どもの成長を見
られてとても幸せなようですが、本当に金丸さんは見ているだ

けのようですね。まあ、お仕事もいそがしく、残業もしなけれ

ばならないということは大変ですが、金丸さんにとって家は寝

るだけの場所になっていませんか？土日もずーっとゴロゴロし

ていても、時間が過ぎるだけですよ？家族で旅でもいくのはど

うでしょうか？2人ともリフレッシュできると思いますよ〜。も

し、本当に疲れていて、土日に旅なんかいったら体力がもたな

いようなら、家族みんなで買い物へいくなどでもいいと思いま
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す。とにかく、みさとさんはあなたともっと一緒にいたいと思

っているはずです。 

	
 これからも、みさとさんと子どもを大切にして、お仕事ファ

イト！ABCチョコレートまってます！ 

	
 今後、直接会ってお話しましょう。 

 

【生徒Cの手紙】 

金丸さん 
	
 お手紙拝見させていただきました。 

みさとさんは色々苦労されてますね。我々の方で解決案を出し

たので書いておきます。 
•子育ての希望はかないにくい、少しずつでもやっていくことが

大切 

•みさとさんと意見がかみ合っていないのは仕事重視の表れ。き

ちんと子育ての事も考える 

•みさとさんは自分の時間がとれない事を気にしている。休日は

暇ならばみさとさんの時間を作ってあげるべき。 

•近所の人との付き合いが、母親の子育て意識を前向きにする。 

•みさとさんのリフレッシュも大切。休日は出かけてみるとか。 
•子育て経験者の話は母親の助けになる。また、母親を理解でき

る相談相手も求められている。金丸さんがみさとさんの話を聞

いてあげたり、二人の両親に相談する機会を設けてあげたらい

いと思う。 

•会社のサービスなども利用できるので、もう一度確認すべき 
•もし、会社から理解が得られなかったら、金丸さん自身から信

用を得られるように努力すべき、そうすれば、わかってくれる。 

	
 以上です。まずはみさとさんに子育てに対する前向きな姿勢

を見せるべき！！がんばってください。 

	
 生徒Bの手紙には、自助以外にも周りの人に助けを求め
たり、会社のサービスを利用したりする等の共助の視点

にも気付けているが、生徒Aの手紙には授業で提示した資
料から読み取れた内容についての記述がされておらず、

解決策の視点が自助の中でも少なくなっている。 
 

(3)	
 5 時間目の活動で生徒が未来の自分に宛てて書い

た手紙	
 

【生徒Bの手紙】	
 

未来の自分へ 	
 

おそらく未来では仕事もうまくいき、子どもも生ま

れて、幸せな家庭を持っているでしょう。しかし、

いつか、子どもと仕事の両立が少し難しくなってく

るかもしれません。そこで、過去の自分からアドバ

イスを送ります。 	
 

	
 まず、奥さんの話や意見を聞いてみる。そうする

ことで、なぜ、奥さんが悩んでいたのかわかると思

います。 	
 

次に、なるべく家事や育児の手伝いをする。奥さん

のストレスがなくなって、良い方向に物事が流れる

かもしれません。 	
 

	
 そして、自分の一週間の大まかなスケジュールを

作る。未来の自分なので、おそらくそういった事は

苦手でしょう。しかしスケジュールがわかると、す

きまの時間を有効に使えると思います。 	
 

これらのアドバイスを見て、ずっと幸せな家庭でい

てください。 	
 

	
 

【生徒Dの手紙】	
 

就職活動をしようとしている自分へ 	
 

	
 就職活動をするときは、メンタルが弱ってくると

思います。だけど、大学生活をしている中でも、み

んなが同じだと思うので、頑張って仕事を探してく

ださい。 	
 

そこでアドバイスが何個かあります。 	
 

① 	
 両立は大変だが、大学でもちゃんと講義などを

うけて、就職活動を行う。 	
 

② 	
 日程をつめこみすぎず、余裕をもつ。 	
 

③ 	
 その会社で、自分がなにをいかせるのか、その

会社に入ってなにがしたいのかをはっきりさ

せて選ぶ。 	
 

④ 	
 入った会社で自分が続けていけるのかをよく

考える。 	
 

この①〜⑥のことに注意して就職活動を行えばた

ぶんうまくいくと思うので頑張ってください。 	
 

	
 生徒 B は、仕事と子育ての両立をしようとしている
自分に宛てた手紙、生徒 D は就職活動をしようとして
いる自分に宛てた手紙である。生徒 B、生徒 D 共に、
解決について自助の視点しか持てていないが、将来の自

分に置き換えて、前向きな助言を記入できている。 
 
5.	
 研究の成果と今後の課題 
	
 本研究では現代的な就労問題を整理し、中学生を対象

とする現代的な就業問題を題材としたキャリア教育のカ

リキュラムを開発し、実践した。これらを通して得られ

た成果と課題について記述していく。	
 

	
 はじめに、現代的な就業問題として扱った内容に対す

る妥当性について述べる。本カリキュラムでは、現代的

な就業問題として内容を選別する際、生徒がそれらの解

決策を考える際に、自助、共助、公助といった視点をバ

ランスよく持てることを意図し、就職活動と仕事と子育

ての両立といった2点の内容を扱った。就職活動について

扱った授業では、就職活動に関する解決策について自助

の要素が強かったため、生徒に就職活動に関する責任は

自己にあるといった印象を強く与えてしまった。授業で

は、努力しても報われない登場人物を題材としていたた



授業実践開発研究 第 8巻（2015） 

 40 

め、その人物に対する解決策が見当たらず、就職活動に

関する問題について、積極的に解決策を考えることがで

きなくなってしまった。仕事と子育ての両立について扱

った授業では、就職活動について扱った授業に比べて、

共助、公助といった視点での生徒の記述が見られたが、

生徒自身が就労問題に対して、解決の視点を広げられた

とい意識をしている様子は見られず、2つの内容を通して

解決策の視点をバランスよく持てるようにすることはで

きなかった。本カリキュラムでは、それぞれの授業で扱

った内容について、生徒には解決策を考えるということ

しか意識させておらず、自助、共助、公助といった視点

を持つといった意図については伝えていなかった。よっ

て、生徒にとっては単にそれぞれ扱った事例の中で解決

策を考えたことにとどまっており、様々な就労問題を解

決する際に役立たせられる視点について生徒に意識させ

ることはできなかった。以上のことから、内容として就

職活動と仕事と子育ての両立について扱ったことの妥当

性については、扱い方について改善したものを実践しな

ければ述べることが難しい。しかし、就職活動に比べて

仕事と子育ての両立については解決の視点が広がってい

たことから、この2点を内容として扱うことが自助、共助、

公助といった視点をバランスよく持つことに有効であり

得ることが言える。	
 

	
 また、本授業の成果として生徒が就業問題に対して関

心を抱き、問題意識を持つことができたこと、それぞれ

の生徒が自分なりに前向きな解決策を考えることができ

たことが挙げられる。自助、共助、公助といった視点を

バランスよく持った解決策を生徒に考えさせることはで

きなかったが、それについてはカリキュラムの開発段階

で、より綿密な計画を練るべきであった。具体的に、授

業者が提示した問題に対して生徒がどのような解決策を

考えられるのかを予想したり、授業者として生徒に考え

てもらいたい解決策について、具体的例を用いて提示し

たりする等の工夫が考えられる。 
	
 本研究を通して、現代的な就業問題を扱うことことに

ついて、提示の方法や内容を工夫することによって生徒

が前向きな解決について考えられることが分かった。し

かし、現代的な問題としてどのような問題を扱うか検討

することや、その問題についてどのような教材で授業を

進めて行くのか考えることは労力がかかる。また教材に

ついては今回扱ったような方法以外にも考えられる。今

後、生徒が就労問題について前向きになれるといったこ

とにとどまらず、具体的な解決策についてもっと踏み込

んだ解決を考えられるようになるよう、自助、共助、公

助といった観点をどのように生徒に認識させるのか教材

の工夫が必要になってくるであろう。 
 

 

表 1解決策を考える視点	
 

現代的な就労問題に対する解決策	
 

自分の就労問題を解決する視

点	
 

より良い就労環境の社会をつ

くる視点	
 

自分の力で解決する(自助)	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

身近な人(他者)の力を借りる

(共助)	
 	
 

身近な人(他者)を助ける	
 

公的な補助を受ける(公助)	
 	
 	
 	
 	
 	
 公的なサービスに働きかける	
 

	
 

表 2	
 単元の指導計画	
 

次	
 時

数	
 

学習目標	
 学習活動	
 

第

一

次	
 

2	
 •就活劇を見て気がつ

いた就職活動の問題

を整理し、それらの問

題の解決策を考える。	
 

	
 

•就活劇を見て気付いた問題をポス

トイットに書き出す。書き出した問

題をグループごとに共有し、それら

の問題を整理する。整理した問題に

対するそれぞれの解決策を考える。	
 

•グループごとに行った問題の整理

や解決策を全体で共有する。	
 

•就活劇に登場した人物 B からの手

紙(自分たちが気付かなかった就職

活動の問題が書かれている)を読

み、より良い働き方を考える。	
 

第

二

次	
 

2	
 •提示された資料から

気がついた仕事と子

育ての問題を整理し、

それらの問題の解決

策を考える。	
 

•就活劇に登場した人物 A からの手

紙を読み、仕事と子育ての両立につ

いての解決策を提示された資料か

ら考える。	
 

•就活劇に登場した人物宛に、仕事

と子育ての両立について具体的な

解決策の手紙を書く。	
 

•就活劇に登場した人物 B からの手

紙(自分たちが気付かなかった仕事

と子育ての両立に関する方法が書

かれている)を読み、より良い働き

方を考える。	
 

第

三

次	
 

1	
 •これから就職活動を

しようとしている自

分と、仕事と子育ての

両立をしようとして

いる自分に、今までの	
 

学習を生かした具体

的なアドバイスの手

紙を書く。	
 

•今までの学習を想起させ、これか

ら就職活動しようとしている未来

の自分宛にアドバイスの手紙を書

く。	
 

•今までの学習を想起させ、これか

ら仕事と子育ての両立をしようと

している未来の自分宛にアドバイ

スの手紙を書く。	
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